
信長公命名のまち・岐阜市

流域治⽔に関連した
岐阜市の取り組みについて

2020.9.17
第1回⽊曽川⽔系流域治⽔協議会

岐阜市

流域貯留施設の整備
⼩中学校の校庭、公園への貯留施設整備

・総合治⽔対策が進められている境川流域で整備
（流域内の⼩中学校１５校で整備済、公園への整備を進めている）

【貯留事例：長森東小学校】 【整備済の小学校に設置している看板】
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防災教育の充実
全市⽴⼩中学校で年1回以上の防災教育（H27〜）

・地域との連携を重視
→地域の方の災害体験談の聴講、地域の方を交えた災害図上訓練（ＤＩＧ） 等

・実績を、⽊曽川上流河川事務所主催のシンポジウム等で⼩学⽣⾃ら発表
（例） H31.2 シンポジウム「⻑良川の⽔害から命を守るためには」

R1.11 伊勢湾台⾵から60年シンポジウム「未来へつなげる防災教育こどもサミット」

梅林中学校
避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）

（地域の防災士が講師を担う）

合渡小学校
災害図上訓練（ＤＩＧ）

（地域住民とともに実施）

伊勢湾台風から60年シンポジウム
「未来へつなげる防災教育こどもサミット」

長良小学校発表

⽔防団の活動

岐阜市水防連合演習
（例年5月に実施）

専任の⽔防団として、災害時における警戒活動、河川巡視、⽔防工法実施のほ
か、平常時における各種訓練などの活動を⾏っている。
専任⽔防団員は全国で１３，４６８人が在籍（H31.4時点）しているが、この
うち約１３％にあたる１，６９９人が岐阜市内の⽔防団に所属（R2.4時点）
今年７⽉には、初めて⼥性団員が⼊団した。

本市初の女性団員
（本荘水防団・森島さん）17




